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ひとりごとになりにくいひとりごとになりにくいひとりごとになりにくいひとりごとになりにくいひとりごとになりにくいひとりごとになりにくいひとりごとになりにくいひとりごとになりにくい文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現        

�� 伝聞伝聞（「～（「～そうだそうだ」「～」「～らしいらしい」「～」「～というという」）」）  

�� 仁田義雄仁田義雄（（19921992）「）「判断判断からから発話発話・・伝達伝達へへーー伝伝
聞聞・・婉曲婉曲のの表現表現をを中心中心にに」『」『日本語教育日本語教育』』7777  

�� 「「第第33者者からのからの情報情報をを聞聞きき手手にに取取りり次次ぐぐ」」→→

「「伝聞伝聞のの対話性対話性」」  

�� ＃＃彼彼がが結婚結婚するそうだとするそうだと思思うう。。  
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ひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすい文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現        

�� 森山森山  

�� 「「ぞぞ」「」「わわ」「」「ささ」「」「なあなあ」」  

�� 彼彼はあのはあの車車をを買買うそうだうそうだ。（。（ひとりごとひとりごと不可能不可能））  
�� 彼彼はあのはあの車車をを買買うそうだうそうだ  わわ//ぞぞ//ささ。。  

�� 「「ぞぞ」「」「わわ」：」：すでにすでに成立成立しているしている認識的認識的なな判断判断にに対対しし
てて、、そのその場場でで改改めてめて強強くく焦点化焦点化することをすることを表表すす。（。（森森
山山））  

�� 「「わわ」：」：自分自分のの持続的持続的なな感情感情をを強強くく意識意識するする。。  

�� 「「ささ」：」：意識意識やや文脈文脈のなかでのなかで問題問題になってきたことにになってきたことに
ついてついて、、暫定的暫定的なな結論結論をを出出すす。。  
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ひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすいひとりごとになりやすい文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現文末表現        

�� 「「なあなあ」：」：丁寧語丁寧語のの発動発動をを回避回避することがすることが出来出来
るる。。  

�� 難難しいなあしいなあ  

�� ああーー、、むつかしいむつかしい。。((試験試験のの過去問過去問をを見見てて))  

�� 太太                难难          了了!!  

  Tai       Nan    leTai       Nan    le  

  しすぎるしすぎる  難難しいしい  助詞助詞  



 43 

ひとりごとはどのようにしてひとりごとはどのようにしてひとりごとはどのようにしてひとりごとはどのようにしてひとりごとはどのようにしてひとりごとはどのようにしてひとりごとはどのようにしてひとりごとはどのようにして発生発生発生発生発生発生発生発生するするするするするするするする
のかのかのかのかのかのかのかのか。。。。。。。。        

�� 子供子供やや老人老人はは頻繁頻繁にひとりごとをにひとりごとを言言うう傾向傾向がが
あるある。。  



 44 

月本洋月本洋月本洋月本洋月本洋月本洋月本洋月本洋        

�� （（20082008）『）『日本人日本人のの脳脳にに主語主語はいらないはいらない』』  講講

談社選書談社選書メチエメチエ  

�� 思考思考とはとは自分自分とのとの対話対話であるである。。  

�� 対話対話がが発達発達してして思考思考がが出来出来るようになるるようになる。。  
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更更更更更更更更なるなるなるなるなるなるなるなる考察考察考察考察考察考察考察考察        

�� 対話対話→→ひとりごとでのひとりごとでの思考思考→→発声発声をを抑抑えるえる→→
黙考黙考    

�� 仮想的身体運動仮想的身体運動としてのとしての想像想像（（月本月本））  

�� 黙考黙考がが出来出来ないときにひとりごとがないときにひとりごとが発生発生するする。。  

�� ひとりごとのひとりごとの条件条件はは発声発声をを抑抑えることができえることができ
ないない状況状況をを表表しているしている。。  
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